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論文 内 容 の 要 旨

 目的

 インスリン依存型糖尿病（以下IDDMと略す）の原

因としてウイルス感染ならびに自己免疫機転が注目さ

れている．本研究では，IDDMの発症初期に出現する

抗膵島細胞膜抗体（以下ICSAと略す）に注目し，新

しいICSA測定法を確立してIDDM患者および家族

について日米比較研究を行ない，ICSAのIDDM発症

機序における意義を明らかにすることを目的とした．

 方法

 東京女子医大受診中のIDDM患者112人および患者

同胞29人，米国Mount Sinai医大受診中の白人IDDM

患者123人および患者同胞180人，IDDMを同胞に持っ

ていない健常日本人71人および健常米国白人49人を対

象とした．ICSA測定に用いる血清は，ラット肝パウ

ダーで吸収して前処理した．ICSA測定法はラットイ

ンスリノーマ細胞RIN－mを継代培養して標的細胞と

し，マイクロプレートを用いた補体依存性細胞障害法

により行なった．加えた検体血清により死細胞が50％

以上を示した場合，ICSA陽性とした．判定には死細胞

率80％以上のICSA強陽性スタンダード血清とスタン

ダード正常人血清を対照として用いた．

 結果

 1）本研究のICSA測定法では，対象血清を前処理と

してラット肝パウダーで吸収することにより，非特異

性抗体の影響を除くことができた．

 2）IDDM患者のICSA陽性率は，発症2年未満例

では日本33．3％，米国44．8％，発症2年以上経過例で

は日本8．3％，米国232％となった．日米ともに，ICSA

は発症2年以内で2年以降に比べ高率に認められた

（p＜0．05）．2年以降において日本人での陽性率は米

国人に比べ明らかに低値を示した（p＜0．05）．

 3）IDDM患老の同胞（非糖尿病）におけるICSAを

測定すると，日本人103％，米国人12．2％が陽性であっ

た．これに比べ日米ともに健常人のICSA陽性率は

2％未満であった．

 考察

 本研究で用いたICSA測定法は培養細胞を標的とす

ることと，対象血清をラット肝パウダーで吸収するこ

とを特徴とし，再現性が良好であることから日米の比

較研究が可能となった．日米ともにIDDM患者におけ

るICSAの陽性率が発症2年未満で高率であること

と，IDDM患者の非糖尿病同胞にICSA陽性老が健常

老に比べ高いという成績から，日米ともにIDDMにお

いて，発症因子として自己免疫の比重が高いことが想

像された．

 結論

 日米IDDM患者ならびにその同胞におけるICSA

の検討から，IDDMの発症に対する自己免疫の関与

は，両国問で大差ないものと想像された．
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論 文 審 査 の 要 旨

 本論文は，日本人および米国白人のインスリン依存型糖尿病者，患者の同胞（非糖尿病）および糖

尿病を同胞に認めない健常者を対象として，血中膵島細胞膜抗体の陽性率を求めたものである．日本

人と白人との間におけるインスリン依存型糖尿病発症原因の比較を行なう上で，新しい研究分野を開

いたものとして，学術上価値あるものと認める．
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